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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータラインと複数のゲートラインとが交差されて複数の液晶セルを形成する液
晶表示パネルと、
　入力デジタルビデオデータの階調と前記データラインに供給されるデータ電圧との極性
反転時点を判断して、前記データ電圧の階調がホワイト階調からブラック階調に変わる時
点と前記データ電圧の極性が反転される時点とを指示するダイナミックチャージシェア制
御信号を発生するタイミングコントローラと、
　前記タイミングコントローラからのデジタルビデオデータを前記データ電圧で変換して
前記データ電圧の極性を変換し、前記ダイナミックチャージシェア制御信号に応答して、
正極性データ電圧と負極性データ電圧との間の共通電圧及びチャージシェア電圧のうちで
何れか１つを前記データラインに供給するデータ駆動回路と、
　前記タイミングコントローラの制御下で前記ゲートラインにスキャンパルスを順次に供
給するゲート駆動回路と、
　を備え、
　前記タイミングコントローラは、
　ゲートスタートパルス、ゲートシフトクロック信号、及びゲート出力イネーブル信号を
含むゲートタイミング信号をさらに発生して前記ゲート駆動回路の動作タイミングを制御
する共に、
　ソーススタートパルス、ソースサンプリングクロック、ソース出力イネーブル信号、及
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び極性制御信号を含むデータタイミング信号をさらに発生して前記データ駆動回路の動作
タイミングを制御し、
　前記極性制御信号は、前記データラインに供給されるデータ電圧の極性が垂直Ｎ（Ｎは
２以上の定数）ドットインバージョン形態に反転されるように、Ｎ水平期間単位で論理が
反転され、
　前記タイミングコントローラは、
　前記デジタルビデオデータの階調を分析して、１ラインに含まれた前記デジタルビデオ
データのそれぞれの最上位ビットに基づいて、前記１ラインに含まれたデジタルビデオデ
ータそれぞれの階調を判断し、前記１ラインに含まれたデジタルビデオデータのうちで同
一階調を有するデータの個数が所定のしきい値以上であるとき、その階調を前記１ライン
に含まれたデジタルビデオデータの代表階調と判断し、隣り合う２つのラインの前記代表
階調値がホワイト階調からブラック階調に変わるか否かを分析し、前記代表階調値がホワ
イト階調からブラック階調に変わる時点を指示する第１チャージシェア信号を発生するデ
ータチェック部と、
　前記ゲートシフトクロックをカウントして、前記データラインに供給されるデータ電圧
の極性反転時点を分析し、その極性反転時点を指示する第２チャージシェア信号を発生す
る極性チェック部と、
　前記第１チャージシェア信号及び前記第２チャージシェア信号を利用して前記ダイナミ
ックチャージシェア制御信号を発生するダイナミックチャージシェア制御信号発生部と、
　を備え、
　前記代表階調は、前記ホワイト階調又は前記ブラック階調であることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】
　複数のデータラインと複数のゲートラインとが交差されて複数の液晶セルを形成する液
晶表示パネル、デジタルビデオデータを前記データラインに供給されるデータ電圧に変換
して前記データ電圧の極性を変換するデータ駆動回路、及び、前記ゲートラインにスキャ
ンパルスを順次に供給するゲート駆動回路、を備えた液晶表示装置の駆動方法において、
　入力デジタルビデオデータの階調と前記データラインに供給されるデータ電圧との極性
反転時点を判断する段階と、
　前記データラインに供給されるデータ電圧の階調がホワイト階調からブラック階調に変
わる時点と前記データ電圧の極性が反転される時点とを指示するダイナミックチャージシ
ェア制御信号を発生する段階と、
　前記ダイナミックチャージシェア制御信号を利用して前記データ駆動回路を制御するこ
とにより、正極性データ電圧と負極性データ電圧の間の共通電圧及びチャージシェア電圧
のうちで何れか１つを前記データラインに供給する段階と、
　ゲートスタートパルス、ゲートシフトクロック信号、及びゲート出力イネーブル信号を
含むゲートタイミング信号をさらに発生して前記ゲート駆動回路の動作タイミングを制御
する段階と、
　ソーススタートパルス、ソースサンプリングクロック、ソース出力イネーブル信号、及
び極性制御信号を含むデータタイミング信号をさらに発生して前記データ駆動回路の動作
タイミングを制御する段階と
を含み、
　前記極性制御信号は、前記データラインに供給されるデータ電圧の極性が垂直Ｎ（Ｎは
２以上の定数）ドットインバージョン形態に反転されるように、Ｎ水平期間単位で論理が
反転され、
　前記ダイナミックチャージシェア制御信号を発生する段階は、
　前記デジタルビデオデータの階調を分析して、１ラインに含まれた前記デジタルビデオ
データのそれぞれの最上位ビットに基づいて、前記１ラインに含まれたデジタルビデオデ
ータそれぞれの階調を判断する段階と、
　前記１ラインに含まれたデジタルビデオデータのうちで同一階調を有するデータの個数
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が所定のしきい値以上であるとき、その階調を前記１ラインに含まれたデジタルビデオデ
ータの代表階調と判断する段階と、
　隣り合う２つのラインの前記代表階調値がホワイト階調からブラック階調に変わるか否
かを分析し、前記デジタルビデオデータがホワイト階調からブラック階調に変わる時点を
指示する第１チャージシェア信号を発生する段階と、
　前記ゲートシフトクロックをカウントして、前記データラインに供給されるデータ電圧
の極性反転時点を分析し、その極性反転時点を指示する第２チャージシェア信号を発生す
る段階と、
　前記第１チャージシェア信号及び前記第２チャージシェア信号を利用して前記ダイナミ
ックチャージシェア制御信号を発生する段階と
を含み、
　前記代表階調は、前記ホワイト階調又は前記ブラック階調であることを特徴とする液晶
表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、より詳細にはデータ駆動回路の発熱及び消費電力を減ら
すようにした液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、ビデオ信号によって液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。
アクティブマトリックス（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｘ）タイプの液晶表示装置は、図１
のように、液晶セル（Ｃｌｃ）ごとに形成された薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ
　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、ＴＦＴ）を利用して、液晶セルに供給されるデータ電圧をスイ
チングすることによりデータを能動的に制御するので、動画像の表示品質を高めることが
できる。
【０００３】
　図１において、ストレージキャパシタ（Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ）Ｃｓｔ
は、液晶セル（Ｃｌｃ）に充電されたデータ電圧を維持する。データラインＤ１にはデー
タ電圧が供給され、ゲートラインＧ１にはスキャン電圧が供給される。
【０００４】
　このような液晶表示装置は、直流オフセット成分を減少させて液晶の劣化を減らすため
に、隣り合う液晶セルの間で極性が反転されてフレーム期間単位で極性が反転されるイン
バージョン方式（Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）に駆動されている。ところが、データ電圧の極性
が変わる度に、データラインに供給されるデータ電圧のスイング幅が大きくなって、デー
タ駆動回路で多くの電流が発生し、データ駆動回路の発熱温度が高くなって消費電力が急
増する問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の液晶表示装置及びその駆動方法では、データラインに供給されるデータ電圧のス
イング幅を減らしてデータ駆動回路の発熱温度及び消費電力を減らすために、データ駆動
回路にチャージシェア回路（Ｃｈａｒｇｅ　Ｓｈａｒｅ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）やフリーチャ
ージ回路（Ｐｒｅｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）を採用しているが、その効果が満
足する水準に到逹することができないという課題があった。
【０００６】
　本発明の目的は、上記のような課題を解決するために、データ駆動回路の発熱及び消費
電力を減らした液晶表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記目的を達成するために、本発明に係る液晶表示装置は、複数のデータラインと複数
のゲートラインとが交差されて複数の液晶セルを形成する液晶表示パネルと、入力デジタ
ルビデオデータの階調とデータラインに供給されるデータ電圧との極性反転時点を判断し
て、データ電圧の階調がホワイト階調からブラック階調に変わる時点とデータ電圧の極性
が反転される時点とを指示するダイナミックチャージシェア制御信号を発生するタイミン
グコントローラと、タイミングコントローラからのデジタルビデオデータをデータ電圧で
変換してデータ電圧の極性を変換し、ダイナミックチャージシェア制御信号に応答して、
正極性データ電圧と負極性データ電圧との間の共通電圧及びチャージシェア電圧のうちで
何れか１つをデータラインに供給するデータ駆動回路と、タイミングコントローラの制御
下でゲートラインにスキャンパルスを順次に供給するゲート駆動回路とを備え、前記タイ
ミングコントローラは、ゲートスタートパルス、ゲートシフトクロック信号、及びゲート
出力イネーブル信号を含むゲートタイミング信号をさらに発生して前記ゲート駆動回路の
動作タイミングを制御する共に、ソーススタートパルス、ソースサンプリングクロック、
ソース出力イネーブル信号、及び極性制御信号を含むデータタイミング信号をさらに発生
して前記データ駆動回路の動作タイミングを制御し、前記極性制御信号は、前記データラ
インに供給されるデータ電圧の極性が垂直Ｎ（Ｎは２以上の定数）ドットインバージョン
形態に反転されるように、Ｎ水平期間単位で論理が反転され、前記タイミングコントロー
ラは、前記デジタルビデオデータの階調を分析して、１ラインに含まれた前記デジタルビ
デオデータのそれぞれの最上位ビットに基づいて、前記１ラインに含まれたデジタルビデ
オデータそれぞれの階調を判断し、前記１ラインに含まれたデジタルビデオデータのうち
で同一階調を有するデータの個数が所定のしきい値以上であるとき、その階調を前記１ラ
インに含まれたデジタルビデオデータの代表階調と判断し、隣り合う２つのラインの前記
代表階調値がホワイト階調からブラック階調に変わるか否かを分析し、前記代表階調値が
ホワイト階調からブラック階調に変わる時点を指示する第１チャージシェア信号を発生す
るデータチェック部と、前記ゲートシフトクロックをカウントして、前記データラインに
供給されるデータ電圧の極性反転時点を分析し、その極性反転時点を指示する第２チャー
ジシェア信号を発生する極性チェック部と、前記第１チャージシェア信号及び前記第２チ
ャージシェア信号を利用して前記ダイナミックチャージシェア制御信号を発生するダイナ
ミックチャージシェア制御信号発生部とを備え、前記代表階調は、前記ホワイト階調又は
前記ブラック階調であることを特徴とする。
　また、本発明に係る液晶表示装置の駆動方法は、複数のデータラインと複数のゲートラ
インとが交差されて複数の液晶セルを形成する液晶表示パネル、デジタルビデオデータを
前記データラインに供給されるデータ電圧に変換して前記データ電圧の極性を変換するデ
ータ駆動回路、及び、前記ゲートラインにスキャンパルスを順次に供給するゲート駆動回
路、を備えた液晶表示装置の駆動方法において、入力デジタルビデオデータの階調と前記
データラインに供給されるデータ電圧との極性反転時点を判断する段階と、前記データラ
インに供給されるデータ電圧の階調がホワイト階調からブラック階調に変わる時点と前記
データ電圧の極性が反転される時点とを指示するダイナミックチャージシェア制御信号を
発生する段階と、前記ダイナミックチャージシェア制御信号を利用して前記データ駆動回
路を制御することにより、正極性データ電圧と負極性データ電圧の間の共通電圧及びチャ
ージシェア電圧のうちで何れか１つを前記データラインに供給する段階と、ゲートスター
トパルス、ゲートシフトクロック信号、及びゲート出力イネーブル信号を含むゲートタイ
ミング信号をさらに発生して前記ゲート駆動回路の動作タイミングを制御する段階と、ソ
ーススタートパルス、ソースサンプリングクロック、ソース出力イネーブル信号、及び極
性制御信号を含むデータタイミング信号をさらに発生して前記データ駆動回路の動作タイ
ミングを制御する段階とを含み、前記極性制御信号は、前記データラインに供給されるデ
ータ電圧の極性が垂直Ｎ（Ｎは２以上の定数）ドットインバージョン形態に反転されるよ
うに、Ｎ水平期間単位で論理が反転され、前記ダイナミックチャージシェア制御信号を発
生する段階は、前記デジタルビデオデータの階調を分析して、１ラインに含まれた前記デ
ジタルビデオデータのそれぞれの最上位ビットに基づいて、前記１ラインに含まれたデジ
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タルビデオデータそれぞれの階調を判断する段階と、前記１ラインに含まれたデジタルビ
デオデータのうちで同一階調を有するデータの個数が所定のしきい値以上であるとき、そ
の階調を前記１ラインに含まれたデジタルビデオデータの代表階調と判断する段階と、隣
り合う２つのラインの前記代表階調値がホワイト階調からブラック階調に変わるか否かを
分析し、前記デジタルビデオデータがホワイト階調からブラック階調に変わる時点を指示
する第１チャージシェア信号を発生する段階と、前記ゲートシフトクロックをカウントし
て、前記データラインに供給されるデータ電圧の極性反転時点を分析し、その極性反転時
点を指示する第２チャージシェア信号を発生する段階と、前記第１チャージシェア信号及
び前記第２チャージシェア信号を利用して前記ダイナミックチャージシェア制御信号を発
生する段階とを含み、前記代表階調は、前記ホワイト階調又は前記ブラック階調であるこ
とを特徴とする。

【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法によれば、ダイナミックチャージシェアリ
ングを利用して、追加的なメモリやデータ流れの変更なしに、データ駆動回路の発熱量と
消費電力を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　実施の形態１．
　以下、図２～図７を参照しながら、本発明の実施の形態１について説明する。
【００１６】
　図２のブロック図において、本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置は、液晶表示パ
ネル２０、タイミングコントローラ２１、データ駆動回路２２、及びゲート駆動回路２３
を備えている。
【００１７】
　液晶表示パネル２０は、２枚のガラス基板の間に液晶分子が注入されて構成される。液
晶表示パネル２０の下部ガラス基板には、ｍ個のデータラインＤ１～Ｄｍと、ｎ個のゲー
トラインＧ１～Ｇｎとが交差される。データラインＤ１～Ｄｍとｎ個のゲートラインＧ１
～Ｇｎとの交差構造によって、液晶表示パネル２０には、マトリックス形態に配置された
ｍ×ｎ個の液晶セルＣｌｃが形成される。
【００１８】
　液晶表示パネル２０の下部ガラス基板には、データラインＤ１～Ｄｍ、ゲートラインＧ
１～Ｇｎ、ＴＦＴ、ＴＦＴに接続された液晶セルＣｌｃの画素電極１、及び、ストレージ
（ｓｔｏｒａｇｅ）キャパシタＣｓｔなどが形成される。
【００１９】
　液晶表示パネル２０の上部ガラス基板上には、ブラックマットリックス、カラーフィル
タ及び共通電極２が形成される。共通電極２は、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ
）モードやＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードのような垂直電界駆動
方式で、上部ガラス基板上に形成され、また、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈ
ｉｎｇ）モードやＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードのよ
うな水平電界駆動方式で、画素電極１と共に下部ガラス基板上に形成される。
【００２０】
　液晶表示パネル２０の上部ガラス基板及び下部ガラス基板のそれぞれには、光軸が直交
する偏光板が附着して、液晶と接する内面に液晶のフリーチルト角を設定するための配向
膜が形成される。
【００２１】
　タイミングコントローラ２１は、垂直／水平同期信号Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、データ
イネーブル信号（Ｄａｔａ　Ｅｎａｂｌｅ）、クロック信号ＣＬＫなどのタイミング信号
を入力信号として、データ駆動回路２２及びゲート駆動回路２３の動作タイミングを制御
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するための制御信号を発生する。
【００２２】
　このような制御信号は、ゲートスタートパルスＧＳＰ（Ｇａｔｅ　Ｓｔａｒｔ　Ｐｕｌ
ｓｅ）、ゲートシフトクロック信号ＧＳＣ（Ｇａｔｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｃｌｏｃｋ）、ゲー
ト出力イネーブル信号ＧＯＥ（Ｇａｔｅ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｅｎａｂｌｅ）、ソーススター
トパルスＳＳＰ（Ｓｏｕｒｃｅ　Ｓｔａｒｔ　Ｐｕｌｓｅ）、ソースサンプリングクロッ
クＳＳＣ（Ｓｏｕｒｃｅ　Ｓａｍｐｌｉｎｇ　Ｃｌｏｃｋ）、ソース出力イネーブル信号
（Ｓｏｕｒｃｅ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｅｎａｂｌｅ：ＳＯＥ）、極性制御信号ＰＯＬ（Ｐｏｌ
ａｒｉｔｙ）を含む。
【００２３】
　ゲートスタートパルスＧＳＰは、一画面が表示される１垂直期間のうちでスキャンが開
始される開始水平ラインを指示する。ゲートシフトクロック信号ＧＳＣは、ゲート駆動回
路２３内のシフトレジスタに入力され、ゲートスタートパルスＧＳＰを順次にシフトさせ
るためのタイミング制御信号として、ＴＦＴのオン（ＯＮ）期間に対応するパルス幅に発
生される。ゲート出力イネーブル信号ＧＯＥは、ゲート駆動回路２３の出力を指示する。
【００２４】
　ソーススタートパルスＳＳＰは、データが表示される１水平ラインで開始画素を指示す
る。ソースサンプリングクロックＳＳＣは、ライジング（Ｒｉｓｉｎｇ）またはフォーリ
ング（Ｆａｌｌｉｎｇ）エッジを基準として、データ駆動回路２２内でデータのラッチ動
作を指示する。ソース出力イネーブル信号ＳＯＥ（Ｓｏｕｒｃｅ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｅｎａ
ｂｌｅ）は、データ駆動回路２２の出力を指示する。基準極性制御信号ＰＯＬ（Ｐｏｌａ
ｒｉｔｙ）は、液晶表示パネル２０の液晶セルＣｌｃに供給されるデータ電圧の極性を指
示する。極性制御信号ＰＯＬは、液晶表示パネル２０のデータラインＤ１～Ｄｍに供給さ
れるデータ電圧の極性が垂直Ｎ（Ｎは２以上の定数）ドットインバージョン形態に反転さ
れるように、Ｎ水平期間単位で論理が反転される。
【００２５】
　また、タイミングコントローラ２１は、データの階調を分析して、２水平期間の間に、
ホワイト階調からブラック階調にデータの階調値が変わる時点を分析し、データ電圧の極
性が反転される時点を分析する。このようなデータ及び極性の分析結果に基づいて、タイ
ミングコントローラ２１は、データ駆動回路２２の発熱量及び消費電力を低減するための
ダイナミックチャージシェアリング信号ＤＣＳ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｃｈａｒｇｅ　Ｓｈａ
ｒｉｎｇ　Ｓｉｇｎａｌ）を発生する。
【００２６】
　データ駆動回路２２は、タイミングコントローラ２１の制御下でデジタルビデオデータ
（ＲＧＢｏｄｄ、ＲＧＢｅｖｎｅ）をラッチし、そのデジタルビデオデータをアナログ正
極性／負極性ガンマ補償電圧で変換して正極性／負極性データ電圧を発生し、そのデータ
電圧をデータラインＤ１～Ｄｍに供給する。
【００２７】
　また、データ駆動回路２２は、ソース出力イネーブル信号ＳＯＥ及びＤＣＳ（ダイナミ
ックチャージシェアリング信号）に応答して、データの階調がホワイト階調からブラック
階調に変わる時点と、液晶表示パネル２０に供給されるデータ電圧の極性が反転される時
点とにのみ、チャージシェアリングを実行して、共通電圧Ｖｃｏｍまたはチャージシェア
電圧をデータラインＤ１～Ｄｍに供給する。共通電圧Ｖｃｏｍは、正極性データ電圧と負
極性データ電圧との間の中間電圧である。チャージシェア電圧は、正極性データ電圧が供
給されるデータラインと負極性データ電圧が供給されるデータラインとをショート（ｓｈ
ｏｒｔ）させるときに発生される平均電圧である。
【００２８】
　一方、既存のチャージシェアリング駆動では、データとデータとの間で無条件チャージ
シェアリングを実行するので、データラインＤ１～Ｄｍに供給されるすべてのデータ電圧
が、共通電圧Ｖｃｏｍやチャージシェアリング電圧から上昇する。したがって、データラ
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インＤ１～Ｄｍに供給されるデータ電圧のスイング幅が大きくなって、データ電圧のライ
ジングエッジ回数は多くなる。
【００２９】
　この結果、既存のチャージシェアリング駆動では、データ駆動回路２２の発熱量が多く
なって消費電力が必然的に高くなる。
　これに比べて、本発明では、データの階調がホワイト階調からブラック階調に変わる時
点と、液晶表示パネル２０に供給されるデータ電圧の極性が反転される時点とにのみ、チ
ャージシェアリングを実行するので、データラインＤ１～Ｄｍに供給されるデータ電圧の
スイング幅を減らすと共に、ライジングエッジ回数を減らすことができる。
【００３０】
　ゲート駆動回路２３は、シフトレジスタと、シフトレジスタの出力信号を液晶セルのＴ
ＦＴ駆動に相応したスイング幅で変換するためのレベルシフトと、レベルシフトとゲート
ラインＧ１～Ｇｎとの間に接続される出力バッファと、をそれぞれ含む複数のゲートドラ
イブ集積回路により構成されており、約１水平期間のパルス幅のキャンパルスを順次に出
力する。
【００３１】
　図３はタイミングコントローラ２１に内蔵されたＤＣＳ発生回路を示すブロック図であ
る。
【００３２】
　図３において、タイミングコントローラ２１は、データチェック部３１、極性チェック
部３２、及びＤＣＳ発生部３３を備えている。
【００３３】
　データチェック部３１は、デジタルビデオデータＲＧＢの階調値を分析して、連続的に
入力される２つのデータがホワイト階調からブラック階調に変わるか否かを判断する。
【００３４】
　ここで、階調は、各データに対する階調または１ラインの代表階調である。このような
データ分析の結果として、データチェック部３１は、デジタルビデオデータＲＧＢがホワ
イト階調からブラック階調に変わる時点を指示する第１ＤＣＳ信号ＤＣＳ１を発生する。
【００３５】
　極性チェック部３２は、ゲートシフトクロックＧＳＣをカウントして、液晶表示パネル
２０に供給されるデータ電圧の極性反転時点を判断し、その極性反転時点を指示する第２
ＤＣＳ信号ＤＣＳ２を発生する。例えば、データ電圧が液晶表示パネル２０に垂直２ドッ
トインバージョン形態に供給されたら、極性チェック部３２は、ゲートシフトクロックＧ
ＳＣをカウントして、そのカウント値を２で分けて残りが０になる時点を、データの極性
が反転される時点と判断する。
【００３６】
　ＤＣＳ発生部３３は、第１ＤＣＳ信号ＤＣＳ１と第２ＤＣＳ信号ＤＣＳ２とを論理積演
算（ＡＮＤ）して、最終のＤＣＳを発生する。
　ＤＣＳ発生部３３から発生されるＤＣＳは、ホワイト階調からブラック階調に変わる時
点と、液晶表示パネル２０に供給されるデータ電圧の極性が反転される時点とにのみ、デ
ータ駆動回路２２のチャージシェアリング駆動を許容する。一方、ＤＣＳは、上記以外の
場合に、データ駆動回路２２のチャージシェアリング駆動を遮断させる。
【００３７】
　図４は５個のラインに配置された液晶セルに供給されるデータの階調の一例を示す説明
図であり、図５はデジタルビデオデータの階調を示す説明図である。
【００３８】
　データチェック部３１は、１ラインに含まれた各データの階調を判断して代表階調を判
断する。例えば、１ラインのデータが１３６６個のデータであり、そのうち５０％以上の
データすなわち、６８３個のデータがホワイト階調Ｗであるとすると、データチェック部
３１は、図４のように、そのラインＬ１、Ｌ３の代表階調をホワイト階調Ｗと判断する。



(8) JP 4974878 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

一方、１ラインのデータが１３６６個のデータであり、そのうち５０％以上のデータがグ
レー階調Ｇであるとすると、データチェック部３１は、図４のように、そのラインＬ５の
代表階調をグレー階調Ｇと判断する。
【００３９】
　また、１ラインのデータが１３６６個のデータで、そのうち５０％以上のデータがブラ
ック階調Ｂであるとすると、データチェック部３１は、図４のように、そのラインＬ２、
Ｌ４の代表階調をブラック階調Ｂと判断する。
【００４０】
　ここで、代表階調の判断基準である５０％は、液晶パネルの駆動特性に応じて変えるこ
とができる。
【００４１】
　データの階調は、図５のように、デジタルビデオデータの最上位２ビットＭＳＢのみと
判断される。１つのデータが８ｂｉｔｓデータであると、１９２～２５５階調範囲に属し
た上位階調の最上位ビットＭＳＢは「１１」であり、６４～１９１階調範囲に属した中位
階調の最上位ビットＭＳＢは「１０」または「０１」であり、０～６３階調範囲に属した
下位階調の最上位ビットＭＳＢは「００」である。したがって、データチェック部３１は
、デジタルビデオデータＲＧＢの最上位２ビットが「１１」であるとすると、そのデータ
の階調をホワイト階調Ｗと判断して、デジタルビデオデータＲＧＢの最上位２ビットが「
１０」または「０１」であるとそのデータの階調をグレー階調Ｇと判断する。そして、デ
ジタルビデオデータＲＧＢの最上位２ビットが「００」であるとすると、そのデータの階
調をブラック階調Ｂと判断する。
【００４２】
　図６Ａ～図６Ｃは本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のダイナミックチャージシ
ェアリング動作例を示す波形図である。
【００４３】
　データ駆動回路２２は、垂直で隣り合う２つの液晶セルに供給される２つのデータの階
調、または、隣り合う２つのラインに供給されるデータの代表階調が、図６Ａのように、
ホワイト階調Ｗからブラック階調Ｂに変わる間の非スキャン期間の間に、チャージシェア
リングを実行する。
【００４４】
　また、データ駆動回路２２は、垂直で隣り合う２つの液晶セルに供給される２つのデー
タ電圧の極性が変わる間の非スキャン期間の間に、チャージシェアリングを実行する。こ
れに反して、データ駆動回路２２は、垂直で隣り合う２つの液晶セルに供給される２つの
データの階調、または、隣り合う２つのラインに供給されるデータの代表階調が、ブラッ
ク階調Ｂからホワイト階調Ｗ、ブラック階調Ｂからグレー階調Ｇに変わる時点、または、
図６Ｂのように、ホワイト階調＋Ｗｈｉｔｅ，＋Ｗｈｉｔｅが連続して供給されたり、ホ
ワイト階調－Ｗｈｉｔｅ，－Ｗｈｉｔｅが連続して供給される場合、図６Ｃのように、ブ
ラック階調＋Ｂｌａｃｋ，＋Ｂｌａｃｋが連続して供給されたり、ブラック階調－Ｂｌａ
ｃｋからブラック階調－Ｂｌａｃｋ，－Ｂｌａｃｋが連続して供給される場合、チャージ
シェアリングを遮断して、データラインＤ１～Ｄｍに供給されるデータ電圧のスイング幅
及びライジング回数を減らして、データ駆動回路２２の発熱量及び消費電力を低減させる
。
【００４５】
　データ駆動回路２２は、図６Ａ～図６Ｃのように、ＤＣＳがロー論理であってソース出
力イネーブル信号ＳＯＥがハイ論理期間の間に、チァジシェアリングを実行する。一方、
データ駆動回路２２は、ソース出力イネーブル信号ＳＯＥがハイ論理期間だとしてもＤＣ
Ｓがハイ論理である場合には、チァジシェアリングを実行しないで、データ電圧をデータ
ラインＤ１～Ｄｍに供給する。また、データ駆動回路２２は、ソース出力イネーブル信号
ＳＯＥがロー論理である場合には、ＤＣＳの論理にかかわらず、データ電圧をデータライ
ンＤ１～Ｄｍに供給する。
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【００４６】
　本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の駆動方法は、ラインごとに、入力映像のデ
ータを分析する。データ分析方法は、図７のように、ラインごとに、タイミングコントロ
ーラ２１にデータが入力される時点から、液晶表示パネル２０にデータ供給を開始する時
点（以下、「パネルロード時点」という）までの期間の間に、２つのラインデータの階調
情報を判断する。このようなデータ分析方法は、タイミングコントローラ２１のデータ送
信タイミングから、データ駆動回路２２の動作タイミング及びパネルロード時点までの時
間を考慮して、２つラインデータの階調情報を判断するので、既存のタイミングコントロ
ーラ及びメモリ内にメモリを追加する必要がなく、タイミングコントローラ２０及びデー
タ駆動回路２２のデータ流れの変更なしに、ラインごとにデータの階調情報を判断するこ
とができる。
【００４７】
　以上説明した内容を通じて、当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で、
多様な変更及び修正が可能である。したがって、本発明の技術的範囲は、明細書の詳細な
説明に記載した内容に限定されるのではなく、特許請求の範囲によって決められなければ
ならない。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】一般的な液晶表示装置の液晶セルを示す等価回路図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係るタイミングコントローラに内蔵したＤＣＳ発生回路
を示すブロック図である。
【図４】図３に示されたデータチェック部３１の階調分析例を示す説明図である。
【図５】図３に示されたデータチェック部３１の階調分析例を示す説明図である。
【図６Ａ】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のダイナミックチャージシェアリン
グを示す波形図である。
【図６Ｂ】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のダイナミックチャージシェアリン
グを示す波形図である。
【図６Ｃ】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のダイナミックチャージシェアリン
グを示す波形図である。
【図７】本発明の実施の形態１に係るタイミングコントローラのデータ分析と、タイミン
グコントローラとデータ駆動回路間のデータ流れとを示す波形図である。
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